
上腹部から骨盤を含む腹部領域のMRIについ

てのオーソドックスな教科書として定評のあった

「腹部のMRI」の改訂版がこのほど出版された．

序文で編集者の荒木 力先生が，4年に1回開催

されるサッカーのワールドカップやオリンピック

を例に挙げて，技術革新がめざましいMRIを扱

う以上は「改訂しなければチャンネルを切り替え

られてしまう．“Stay tuned!”というわけです」

と8年ぶりの改訂の目的を簡潔に表現されてい

る．

基本的枠組みは初版を踏襲しているが，この間

に腹部MRIに大きな影響を与えたさまざまな進

歩(SSFPなどの撮像法，パラレルイメージング，

3Tそして肝特異性MRI造影剤)が総論(執筆は

もちろん荒木 力先生)として巻頭に加えられた．

またMR interventionおよびMR内視鏡に代わ

ってDWIBS(執筆はもちろん高原太郎先生)が加

えられ，拡散強調画像の原理，各種の用語解説，

DWIBSの概念・施行方法・臨床的有用性・問題

点が懇切丁寧に記述されている．加えて，臓器別

の章ごとに，MRCP，MRUを含めた最新の撮像

法とそれらの活用性と有用性が紹介されている．

各論では特に膵臓の囊胞性腫瘍が漿液囊胞腺腫，

粘液囊胞腫瘍，そして IMPNに分類され，鑑別

のポイントがわかりやすく解説されている．ま

た，MRIが画像診断の主力となっている婦人科

領域では，付属器について，系統的記載がなさ

れ，内容的にも大幅に拡充されている．

コントラストの由縁がシンプルなX線CTで

は，装置・技術の進歩があっても教科書の記載

は，より早く撮像できる，より小さなものが見え

る，よりきれいな3D画像が得られる，という基

本線に沿って書き換えればよい場合が多く，改訂

作業の方向性もシンプルと言うことができる．一

方，撮像法などの技術革新によって検査方法・適

応と結果自体が大きく影響されるMRIでは，教

科書を適当なタイミングで改訂していく必要性は

大きいが，その分，より大きな労力を要する．そ

の意味で今回の第2版を編集・執筆された先生方

のご努力に敬意を表するとともに，本書をこれか

らの4年あるいは8年の技術の進歩に十分耐えう

る一冊として，腹部のMRIに関わる多くの方々

に自信をもって推奨する．
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